
今月も警察署から２つのお知らせを致します。

その一つは、 です。「秋のヒグマによる人身被害の防止」

、 、 、原因は分かっていませんが 今年の夏の猛暑により 本来山にあるはずのエサが不足しているのか

ヒグマが人里まで出没する事例が多く報告されており、予断を許しません。

我々も、多くの各機関の皆さんとともに力を合わせて、地域住民の皆様方の安全を守るためのパト

ロール活動や広報を展開しているところであります。

これから秋にかけて、冬眠に入る前に多くの食料を食べて栄養を蓄える時期を控え、ヒグマの出没

事例が今後も同様に出てくるかも知れません。

皆さんには、以下のことに気を付けていただきたいと思います。

□ 複数で行動し、音で存在を知らせる。

野山には１人で入らず、複数で行動し、入山する時は、クマ鈴やラジオ等を

持って、会話しながら、人の存在を知らせることに留意が必要です。

□ ヒグマの出没情報等に気を付ける。

薄暗いときの行動は避け、野山に入る前には、新聞やテレビなどで、ヒグマ

の出没情報等の確認に留意する （右は安全登山情報ページのＱＲコード）。

□ 残飯や生ゴミの処理には注意する。

ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを目当てにゴミ

捨て場などに繰り返し出没するようになります。

ゴミを野外に放置したり、埋めたりしないことが肝心です。

□ フンや足跡、食べた跡を見つけたら、すぐに引き返す。

ヒグマのフンや足跡、草や木などが食いちぎられた跡などを見つけた

ときは、躊躇することなく、すぐに引き返すことが大切です。

□ 落ち着いて行動する。

万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行動し、逃げたり、騒いだり、慌てて行動する

と、かえってヒグマを興奮させ、襲われる危険がありますから、リュックや持ち物の回収はせず、

ゆっくりと静かに立ち去ることが肝要と云われています。

□ 熊撃退スプレーや熊鈴を携帯する。

野山に入る際は、万が一、ヒグマに遭遇した場合に備え、ヒグ

マが苦手とされる唐辛子の成分（カプサイシン）が含まれている

熊撃退スプレーや熊鈴を携帯することが効果的です。

その二つは、 についてです。「秋の全国交通安全運動の実施」

今年も痛ましい事故の発生により、尊い命が失われています。

函館中央署管内でも複数の大きな事故が発生して、尊い命をなくされております。

これから秋から冬へ向かう季節、皆さんで交通安全には十分注意していきましょう。

○ 運動期間

９月21日（日）～９月30日（火）の10日間



○ 運動重点

１ 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立

つ色の衣服等の着用促進

２ ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯

やハイビームの活用促進

３ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹

底とヘルメットの着用促進

４ バイクの交通事故防止

５ スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底

○ 交通事故防止のポイント

１ ドライバーの皆さんへ

・ 日没が早まり、通勤・通学や買物等、外出している時間帯が薄暮時間帯となる季節です。

歩行者や自転車を見落としやすくなる夕暮れから夜間にかけての交通事故を防ぐために「ス

ピードダウン」と「安全確認」を徹底しましょう。

・ 横断歩道近くでは速度を落とし、横断しようとしている歩行者や自転車がまわりにいない

かをよく確認し、横断歩道を横断する歩行者や自転車がいる場合は、必ず横断歩道の手前で

一時停止しましょう。

・ 「シートベルトは命綱！」大切な人の命を守るため、発進前に同乗者のシートベルトやチ

ャイルドシートが正しく着用されているかを確認しましょう。

２ 歩行者の皆さんへ

・ 自分から車が見えていても、ドライバーからは歩いているあな

たが見えていないかもしれません。ドライバーから早く見つけて

もらえるように、外出する時には明るい色の服装や反射材を身に

付けて、自分の存在を目立たせましょう。

・ 横断歩道を渡るときは、手をあげる等の合図をして、ドライバ

ーに「道路を横断する意思」を伝えましょう。

・ 信号が青になってもすぐに横断せず、近づいてくる車がいない

か安全を確認してから渡り始めましょう。

３ 自転車利用者の皆さんへ

・ 見通しの悪い場所や一時停止の標識がある場所では、必ず止まって

安全確認を徹底しましょう。交通事故の加害者にも被害者にもならな

いように、自転車も交通ルールやマナーを守りましょう。

・ 自転車で転倒したときや交通事故にあったとき、頭部の怪我は致命

傷となります。自転車に乗るときにはヘルメットをかぶりましょう。

○ 自転車安全利用五則

自転車を利用される方は、ご自身の安全を守るため、以下の点に御留意ください。

１ 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先

２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

３ 夜間はライトを点灯

４ 飲酒運転は禁止

５ ヘルメットを着用

函館方面函館中央警察署長 佐藤 伸治


